
心肺蘇生法のやり方を理解し、実践できるようになろう
（　　　）年（　　　）組（　　　）号　氏名（　　　　　　　　　　　）
【応急手当の意義と実際】

１　心肺蘇生法の意味や実施の手順
①胸骨圧迫
　　・胸骨圧迫とは、体の外から心臓を圧迫し、止まった心臓の代わりに血液の流れを人工的に作る　　　　　
　　　→強く（　　　　　㎝沈むくらい）、速く（毎分　　　　　～　　　　　回）、絶え間なく
②AEDについて
　　・AEDの本校の保管場所は？　→
　③気道確保・人工呼吸
　　・気道確保し傷病者の口を覆い、約1秒かけて胸が上がるのがわかる程度の吹込みを2回行う。
　④医師や医療機関などへ連絡
２　心肺チェックシート

チェック項目
✔
改善策
胸骨
圧迫
傷病者の胸に正しい位置に、助言者の手の正しい部分を当てているか



傷病者の胸の真上から垂直に体重をかけて圧迫しているか



胸がしっかりと元の高さに戻っているか



１分間に100～120回のテンポで連続して絶え間なく続けているか


AEDの使用
傷病者の近くに置いて使う準備をしているか



電源をいれて、音声メッセ－ジに従って操作しているか



胸骨圧迫をしながら、行えているか



傷病者の胸から衣服を取り除いているか



電極パットを正しい位置に肌に密着させて貼れているか



電気ショックをする前に、周囲の人に傷病者の体に触れないように呼びかけ、誰も傷病者の体に触れていないことを確認しているか


気道
確保
額を押さえながら、もう一方の手の指先をあごの先端、骨のあるかたい部分にあてて持ち上げているか


人工
呼吸
気道を確保したまま、額に置いた手の親指と人差し指で鼻をつまんでいるか



口を大きく開けて、傷病者の口を覆っているか



約1秒かけて傷病者の胸が上がるのがわかる程度の吹き込みを2回連続行っているか


３　心肺蘇生法の実習を通して、方法や理解したことについて書きましょう。



